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はじめに 

 かわさき自然調査団野鳥班は 1986年 3月
から継続して川崎市多摩区生田緑地の鳥類

調査を行っている (宇野ほか, 1987; 野鳥班, 
1991; 木下・野鳥班, 1994: 高橋・野鳥班, 
1999; 佐野・野鳥班, 2003; 佐野・野鳥班, 
2007; 佐野・野鳥班, 2011; 佐野ほか, 2016;  
平賀, 2020; 佐野ほか, 2023)。本稿では 2000
年度から 2023 年度の期間で生田緑地およ

びその周辺で確認できた鳥類をまとめた。 
 
材料および方法 

生田緑地は川崎市多摩区と宮前区にまた

がる多摩丘陵の一角に位置し、丘陵の尾根

と谷戸が入り組んだ地形で、変化に富む自

然環境を有した公園として保存されている

緑地である。周辺には専修大学や川崎国際

生田緑地ゴルフ場 (以下、ゴルフ場) がある。

専修大学は、大学構内の斜面地にある万葉

植物園が生田緑地の雑木林、谷戸に隣接し、

ゴルフ場はオシドリ Aix galericulata の飛

来する滝沢池や林、草地を有しており、空が

開けていることで比較的ワシタカ類が見や

すい。 
調査では月 1 回の定例カウント調査 (以

下、定例) を実施し、2000 年度から 2023 年

度の定例のうち 12 ヶ月すべてを実施した

年度に一年の総カウント数を記入した。ま

た、12 ヶ月実施できなかった 2020 年度と

2021 年度、定例調査以外 (以下、定例外) お
よび生田緑地周辺 (以下、生田周辺) で確認

された鳥については「○」で表した。また、

それぞれの種について確認できた年度の数

を出現回数として整理した。科名は山崎・亀

谷 (2019; 2020) に従い、絶滅危惧種等の区

分は高桑ほか (2006) に従った。また、渡り

区分は日本野鳥の会神奈川支部 (2020) に
従い、日本鳥類目録改訂第 8 版 (2024) の分

類順に整理した。 
 
結果 

定例で確認できた鳥類は 38 科 91 種 (表

1)、定例外と生田周辺の鳥類は 7 科 36 種 
(表 2) であり、計 45 科 127 種を確認できた。

年度の種類数の変化については、図 1 に示

したとおり、一番種数が少なかったのが

2001 年度 58 種、一番多かったのは 2012 年

度と 2021 年度 85 種であり、概ね 80 種前後

が観察されている。 
 

 
図 1. 野鳥種数の推移 
 

定例で個体数に変化のあった鳥類は以下

のとおりである。 
ハシボソガラス Corvus corone とハシブト

ガラス Corvus macrorhynchos の個体数推移

をみると (表 1、図 2)、ハシブトガラスは

2000 年度から 2004 年度の間は 500 羽以上

であり、2003 年度は最多の 798 羽であった

が、近年、2023 年度では 166 羽まで減少し

た。一方で、ハシボソガラスは 2000 年度に

は 6 羽であったが、2018 年度に最多の 170
羽になり、近年も 2023 年度には 98 羽が確

認できており、以前より増加傾向にある。 
 

 
図 2. ハシボソガラス Corvus corone とハシ

ブトガラス Corvus macrorhynchos の個体数

推移 
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スズメ Passer montanus は、2002 年度には

最多の 349 羽であったが、近年になると、

2023 年度には 7 羽のみであった (表 1、図

3)。以前は、生田緑地の枡形山展望台で繁殖

しているのを確認できていたが、近年はそ

れが見られなくなっている。 
 

 
図 3. スズメ Passer montanus の個体数推移 
 

ドバト Columba livia は、2000 年度は外来

種として扱っていたことからカウントして

いなかったが、その個体数推移をみると 
(表 1、図 4)、2004 年度には 4177 羽が確認

された。近年になると、ドバトに餌をやる人

が少なくなり、2023 年度は最多数の 10 分

の 1 程度の 427 羽であり、以前と比べ減少

傾向にある。 
 

 
図 4. ドバト Columba livia の個体数推移 
 

キビタキ Ficedula narcissina は、生田緑地

では 1992 年に確認されており (木下・野鳥

班, 1994)、以降も断続的に春や秋の渡りの

季節に確認されている (高橋・野鳥班, 1999; 
佐野・野鳥班, 2003; 佐野・野鳥班, 2007; 佐
野・野鳥班, 2011; 佐野ほか, 2016; 佐野ほか, 
2023)。キビタキの個体数推移を示すと (表
1、図 5)、以前に比べ、ここ 10 年は生田緑

地に長く滞在する傾向にある。また、2016
年 6 月には雛を確認、2020 年 6 月には巣立

ち雛を確認することができた。 

図 5. キビタキ Ficedula narcissina の個体数

推移 
 

ガビチョウ Garrulax canorus は、生田緑地

では 2003 年 3 月に初めて確認され、これ以

降、徐々に増え始め、2016 年度と 2017 年度

では最多の 324 羽になった (表 1、図 6)。そ

れ以降は減少傾向にあり、2023 年度は 226
羽になっている。 

 

 
図 6. ガビチョウ Garrulax canorus の個体数

推移 
 

エナガ Aegithalos caudatus は、2013 年度

の 233 羽が最多で、2003 年度の 60 羽が最

少であった (表 1、図 7)。個体数の増減が激

しく、2016 年度から 2019 年度まで 200 羽

以上で推移していたが、2022 年度以降は減

少傾向にある。 
 

 
図 7. エナガ Aegithalos caudatus の個体数推

移 
 

メジロ Zosterops japonicus は、2023 年度 
の 803 羽が最多、2001 年度の 218 羽が最小

であり、2023 年度は特に多かった (表 1、図
8)。 
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図 8. メジロ Zosterops japonicus の個体数推

移 
 

生田緑地および生田周辺で確認できた種 
(表 1、表 2) の中から神奈川県レッドデータ

ブック生物調査報告書 2006 (高桑ほか , 
2006) に記載されている種を取り上げ、以

下に記す。なお、レッドデータ度 (高桑ほか, 
2006) で繁殖期とされているものは (繫)、
非繫殖期とされているものは (非繫) とし

た。 
 
留鳥：R  
ミサゴ科 PANDIONIDAE 
ミサゴ Pandion haliaetus 

(繁) 絶滅危惧 II 類・(非繫) 準絶滅危惧 
調査期間 24 年の間に 6 回確認された (表

1)。生田緑地の上空を飛んでいるのを確認

しており、2016 年には魚を掴み上空を飛ぶ

のが目撃された。 
 
タカ科 ACCIPITRIDAE 
ツミ Accipiter gularis 

(繁) 絶滅危惧 II 類・(非繫) 希少種 
調査期間 24 年の間に 22 回確認された 

(表 1)。また、2013 年にはシロハラ Turdus 
pallidus を、2019 年にはメジロを襲っている

ところが見られている。 
 
オオタカ Accipiter gentilis 

(繁) 絶滅危惧 II 類・(非繫) 希少種  
調査期間 24 年の間に 23 回確認された 

(表 1)。生田緑地では 2019 年 (平賀・2020)、
2020 年、2022 年と繁殖が確認されている。

また、2016 年にカラス Corvus sp.を、2019 年

にキジバト Streptopelia orientalisを食してい

るのが目撃されている。 
 
ノスリ Buteo japonicus 
(繫) 絶滅危惧 II 類・(非繫) 希少種 

調査期間 24 年の間に 19 回確認された 
(表 1)。生田緑地の上空を飛んでいるのを確

認しており、2016 年マツの木で休んでいる

のが目撃された。 
 

フクロウ科 STRIGIDAE 
フクロウ Strix uralensis 
(繁) 準絶滅危惧  

調査期間 24 年の間に 20 回確認された 
(表 2)。生田緑地では 2006 年に科学館の天

体観測の際、科学館前のヒマラヤスギ

Cedrus deodara (Roxb. ex D.Don) G.Don から

飛び出すのが確認された。また、2011 年に

ゴルフ場職員により、ゴルフ場のサクラ

Prunus sp. のウロでの繁殖が確認されてい

る。日没後に「ゴロスケホーホー」の鳴き声

での確認が多い。 
 
夏鳥：S 
フクロウ科 STRIGIDAE 
アオバズク Ninox japonica 
(繁) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 7 回確認された (表
2)。生田緑地では 2003 年に科学館前のマテ

バシイ Lithocarpus edulis (Makino) Nakai か
ら飛び出す姿が確認された。また、2006 年

に生田周辺のマンションのアンテナで鳴き、

飛び出すのが確認された。活動時間が夜の

ため、「ホホッホホッ」の独特の鳴き声での

確認が多い。 
 
ウグイス科 CETTIIDAE 
ヤブサメ Urosphena squameiceps 
(繫) 準絶滅危惧 

調査期間 24 年の間に 23 回確認された 
(表 1)。「シシシシシ…」の声で確認される。

本調査の期間外であるが、2024 年に生田緑

地ホタルの里の湿地で幼鳥を確認している。 
 
ヨシキリ科 ACROCEPHALIDAE 
オオヨシキリ Acrocephalus orientalis 
(繁) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 6 回確認された (表
1)。2014 年 5 月に宮前区初山とんもり谷戸

の小さなアシ原でヨシ Phragmites australis 
(Cav.) Trin.の茎や木にとまり、鳴くのが確認

された。「ギョギョシギョギョシ」と囀りで

の確認が多い。多摩川のアシ原などで繁殖

しており、生田周辺には立ち寄ったものと

思われる。 
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冬鳥：W 
カモ科 ANATIDAE 
オシドリ Aix galericulata 
(繁) 希少種・(非繫) 減少種 

ゴルフ場滝沢池に飛来し、調査期間の

2002 年度から 2023 年度までの 22 年間に毎

年確認された (表 2)。 
 
トモエガモ Sibirionetta Formosa 
(非繫) 希少種 

ゴルフ場滝沢池に飛来し、調査期間 22 年

の間に 2 回確認された (表 2)。また、2024
年のゴルフ場市民開放日にはオス 6 羽、メ

ス 5 羽が確認された。 
 
クイナ科 RALLIDAE 
クイナ Rallus indicus 
(非繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 1 回確認された (表
2)。生田緑地の田圃で採食しているのが

2022 年 10 月下旬くらいから、2023 年 1 月

上旬くらいまで確認された。 
 
シギ科 SCOLOPACIDAE 
ヤマシギ Scolopax rusticola 
(非繁) 希少種 

調査期間 24 年の間に 17 回確認された 
(表 1)。生田緑地では野鳥観察小屋や旧岡本

谷戸の湿地の暗いところで確認されている。 
 
ハヤブサ科 FALCONIDAE 
ハヤブサ Falco peregrinus 
(繫) 絶滅危惧 I 類・(非繫) 希少種 

調査期間 24年の間に 4 回確認されており 
(表 2)、2022 年にはドバトをつかんで上空を

飛んでいるのが確認された。 
 
キクイタダキ科 REGULIDAE 
キクイタダキ Regulus regulus 
(繁) 希少種 

調査期間 24 年の間に 14 回確認された 
(表 1)。混群に混じり針葉樹の中にいること

が多い。 
 
ツグミ科 TURDIDAE 
トラツグミ Zoothera aurea 
(繁) 減少種 

調査期間 24 年の間に毎年確認された (表
1)。薄暗いところで、地面をひっくり返して

採食し、2008 年にはミミズの仲間を食べて

いるところを、2018 年にはトキワサンザシ

Pyracantha coccinea M.Roem.の実を食べて

いるのが確認されている。 
 
ヒタキ科 MUSCICAPIDAE 
ルリビタキ Tarsiger cyanurus 
(繁) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に毎年確認された (表
1)。地鳴きの「ヒッヒッヒッヒッゲッゲッ」

で わ か る こ と が 多 い 。 ヤ マ ハ ゼ

Toxicodendron sylvestre 、 ア カ メ ガ シ ワ

Mallotus japonicus などを食べているのが確

認されている。 
 
セキレイ科 MOTACILLIDAE 
ビンズイ Anthus hodgsoni 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に毎年確認された (表
1)。高山で繁殖するが、冬には生田緑地、ゴ

ルフ場で確認されている。 
 
ホオジロ科 EMBERIZIDAE 
アオジ Emberiza personata 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に毎年確認された (表
1)。生田周辺には冬鳥として渡来し、冬鳥の

中では一番個体数が多い。 
 
クロジ Emberiza variabilis 
(繁) 絶滅危惧 I 類・(非繫) 減少種 

調査期間 24 年の間に 23 回確認された 
(表 1)。高山で繁殖し、生田周辺へは冬鳥と

して渡来する。暗いところを好む。 
 
通過鳥：T 
カッコウ科 CUCULIDAE 
カッコウ Cuculus canorus 
(繁) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 5 回確認された (表
2)。渡りの季節に「カッコウ」の鳴き声で確

認される。 
 
サギ科 ARDEIDAE 
ミゾゴイ Gorsachius goisagi 
(繫) 絶滅危惧 I 類 

調査期間 24 年の間に 9 回確認された (表
2)。暗い中でジッとしているところが確認

されている。4,5 月の記録が多いが、2009 年

7 月(岩田, 2011)、2014 年 11 月の記録もあ

る。 
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タカ科 ACCIPITRIDAE 
サシバ Butastur indicus 
(繁) 絶滅危惧 I 類 

調査期間 24 年の間に 6 回確認された (表
2)。渡りの季節に上空を飛んでいるところ

が確認されている。 
 
サンショウクイ科 CAMPEPHAGIDAE 
サンショウクイ Pericrocotus divaricatus 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 19 回確認された 
(表 1)。春と秋の渡りの季節に確認されてい

る。「ビリリビリリ」の声と目視での確認で

ある。 
 
カササギヒタキ科 MONARCHIDAE 
サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 21 回確認された 
(表 1)。春と秋の渡りの季節に確認されてい

る。南方から渡ってきたオスは 2 本の長い

尾が特徴的であるが、秋に南方へ帰るとき

には抜け、短い尾になっている。 
 
ムシクイ科 PHYLLOSCOPIDAE 
センダイムシクイ Phylloscopus coronatus 
(繁) 準絶滅危惧 

調査期間 24 年の間に毎年確認された (表
1)。春の渡りでは「チヨチヨビーン」の声が

聞かれるが、秋の渡りでは声はあまり確認

されない。 
 
エゾムシクイ Phylloscopus borealoides 
(繁) 準絶滅危惧 

調査期間 24 年の間に 23 回確認された 
(表 1)。春の渡りでは「ヒーツーキー」の声

が聞かれるが、秋の渡りでは声はあまり確

認されない。 
 
メボソムシクイ Phylloscopus xanthodryas 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 12 回確認された 
(表 1)。渡りの季節に確認されている。 
 
ツグミ科 TURDIDAE 
クロツグミ Turdus cardis 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 13 回確認された 
(表 2)。高山で繁殖し、渡りの季節に確認さ

れている。 

ヒタキ科 MUSCICAPIDAE 
コサメビタキ Muscicapa dauurica 
(繁) 絶滅危惧 I 類 

調査期間 24 年の間に 21 回確認された 
(表 1)。秋の渡りに多い。 
 
オオルリ Cyanoptila cyanomelana 
(繁) 準絶滅危惧 

調査期間 24 年の間に毎年確認された (表
1)。春と秋の渡りの季節に渡来する。近年は

生田緑地での滞在期間が短くなってきてい

る。 
 
コルリ Larvivora cyane 
(繫) 絶滅危惧 II 類 

調査期間 24 年の間に 19 回確認された 
(表 1)。主に春の渡りの季節での確認である。 
 
コマドリ Larvivora akahige 
(繁) 絶滅危惧 I 類 

調査期間 24 年の間に 15 回確認された 
(表 1)。春の渡りの季節に「ヒンカラカラカ

ラ」の鳴き声の確認である。 
 

上記で取り上げなかった絶滅危惧 I 類、

絶滅危惧 II 類、準絶滅危惧について、出現

回数とともに下記に示す。 
トラフズク Asio otus 
(非繫) 絶滅危惧 I 類 出現回数 1 回 
ヨタカ Caprimulgus jotaka 
(繁) 絶滅危惧 II 類 出現回数 2 回 
ジュウイチ Hierococcyx hyperythrus 
(繫) 準絶滅危惧 出現回数 3 回 
ゴジュウカラ Sitta europaea 
(繫) 準絶滅危惧 出現回数 2 回 
  
おわりに 

本稿では 2000 年 4 月から 2024 年 3 月ま

での定例、定例外に出現した鳥類をまとめ

た。出現した鳥類は 45 科 127 種となった。 
これまでの記録から、生田周辺はツミやオ

オタカなどの絶滅危惧 II 類が生息するとと

もに、サンショウクイなどの絶滅危惧 II 類
も含め様々な種が渡りの中継地として利用

していることが明らかになった。このよう

に都市部の大規模緑地としての生田緑地は

鳥類にとって大変貴重な場を提供している。 
一方、現在の生田緑地ではカシノナガキ

クイムシ Platypus quercivorus (Murayama)の
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食害によりコナラ Quercus serrata Murray、
クヌギ Q. acutissima Carruth.などの大規模な

立ち枯れが目だっている。このため倒木や

枝の落下などの危険があり立ち入り禁止区

域が広範囲に設定されてきた。長期間手入

れがされないため雑草が背丈まで生い茂り

大きく様相が変わっている場所もある。樹

木の枯死、倒木や下草の植生変化は野鳥の

行動にも影響を及ぼすと考えられ、このよ

うな観点からの長期的な観察がこれからの

重要な課題になる。 
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